



























略歴 明治 22年生長崎市、明治 42年東京高等師範學校英語部卒業、大正
10年大倉高等商業學校教授、 13年長崎高等商業學校教授、昭和 2年英語及び
語學教授法研究のため英吉利國、希國、及び亜米利加合衆國へ留學、 4年蹄朝、









られる」とある。雑誌『英語青年』第 126号第 10号 (1981年 1月 1日発行）も伊
東の訃報を伝えているが、「伊藤勇太郎氏逝去 シェイクスピアの研究で知られる









『覆林』 64号、 1984年、 16頁）、「生か死か伊東教授暗誦のハムレットの台詞耳に
残れり」（原田弘道「長崎回顧」、『覆林』 65号、 1984年、 47頁）、「Shakespeareの
Hamletとディッケンスの Theold curiosity shopを習った」（鳥越次夫「高商時代の























































































































Here is preserved the Entrance-Gate of the former Nagasaki Medical 
University as it was just after the explosion of the Atomic Bomb the second one in 
history, which instantaneously carried of the lives of our dear Professors and 
Friends, numbering over 850. The lamentable event occurred at two minutes past 
eleven o'clock on a fine morning of August 9th, 1945 (20th year of Showa Era). 




を生々しく此処に見る」を、伊東が Hereis preserved (the Entrance-Gate of the 




伊東が日本語の碑文原文には該当する箇所がない “Thelamentable event occurred 




想像させる力をもつ「生々 しく」 とい う日本語とはニュアンスが異なるだろ う。
伊東の英訳に、鍋島の日本語原文に書き込まれた「生々しく」という言葉に対応
する言葉がなく、原文にはない “Thelamentable event occurred[...］"が挿入されて
いる理由は、現時点ではわからない。現時点での私は、伊東、あるいは伊東に英訳
を依頼した当時の大学当局にも「色々な都合」があったのではないかと推測するの
みである。私は、この碑文英訳、 そして伊東のロブソ ン作品翻訳については今後も
調査しつつ考察を重ねてい くつ もりであるが、私一人の力では限界がある。読者か
らご意見を賜りたい、あるいは共に考察を深めていきたいと願っている。
※この研究ノートは、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究 (C)
（一般）「長崎原爆に応答した英米文学者に関する基礎的研究」（代表：齋藤一，
課題番号 18K00406) の成果の一部分である。
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